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エネルギー・環境問題研究所代表石井彰氏
「
シ
ェ
ー
ル
革
命
の
現
状
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
下

ガスの賦存と賦存量（イメージ）

　
い
し
い
・
あ
き
ら
　

年
上
智
大
卒
。
日
本
経
済
新
聞
記
者
を
経
て
石
油
公
団

現
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

入
団
。
そ
の
後
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
、
同
公
団
パ
リ
事
務
所
長
等
を
経
て
、

年
よ

り
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
国
際
動
向
調
査
に
専
門
的
に
従
事
。

　
石
油
や
ガ
ス
は
地
中
の
岩

石
の
粒
子
と
粒
子
の
間
に
入

っ
て
い
る
。
そ
の
岩
石
の
隙

間
か
ら
の
取
り
出
し
や
す
さ

を
表
す
単
位
と
し
て
「
ｍ
ｄ

ミ
リ
ダ
ル
シ
ー
」
が
使
わ

れ
る
。
在
来
型
と
言
わ
れ
て

い
る
天
然
ガ
ス
は
通
常
１

ダ
ル
シ
ー
以
上
で
比
較
的
取

り
出
し
や
す
い
。
こ
の
数
字

が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

簡
単
に
取
り
出
せ
る
。

　
１

ダ
ル
シ
ー
未
満
の
も

の
を
非
在
来
型
と
称
し
、
技

術
的
に
取
り
出
し
に
く
く
コ

ス
ト
的
に
高
い
資
源
が
当
て

は
ま
る
。
そ
の
代
表
が
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
だ
。
１

ダ
ル
シ

ー
以
上
の
在
来
型
に
比
べ
て

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は
０
・
０
０

１

ダ
ル
シ
ー
。
い
か
に
取

り
出
し
に
く
い
か
が
わ
か
る

と
思
う
が
大
量
に
あ
る
。

　
石
油
や
ガ
ス
は
新
し
く
て

も
数
万
年
前
、
古
い
と
億
年

単
位
の
昔
に
で
き
た
。
大
河

の
河
口
付
近
の
海
底
に
流
れ

て
き
た
土
砂
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
有
機
物
が
た
ま
る

と
、
２
０
０
０

ほ
ど
で
石

油
に
変
わ
る
。
３
０
０
０
―

４
０
０
０

に
な
る
と
、
さ

ら
に
化
学
変
化
し
て
メ
タ
ン

に
な
る
。

　
シ
ェ
ー
ル
は
最
初
に
た
ま

っ
た
有
機
物
を
含
ん
で
い
る

土
砂
、
特
に
泥
岩
が
３
０
０

０
―
４
０
０
０

ま
で
深
く

沈
ん
だ
層
の
こ
と
を
指
す
。

在
来
型
の
石
油
や
ガ
ス
は
、

シ
ェ
ー
ル
層
で
化
学
変
化
し

た
も
の
が
地
上
に
向
か
っ
て

上
が
り
、
そ
れ
以
上
、
上
に

い
け
な
い
状
況
で
何
万
年
も

濃
縮
貯
留
し
た
も
の
だ
。

　
地
上
が
１
気
圧
だ
と
、
深

さ
２
０
０
０

に
あ
る
ガ
ス

は
２
０
０
気
圧
の
圧
力
が
か

か
る
。
井
戸
を
掘
る
と
も
の

す
ご
い
勢
い
で
自
噴
す
る
の

で
非
常
に
効
率
よ
く
取
れ
、

生
産
コ
ス
ト
が
安
い
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
算
出
比
率
で
い
う

と
１
０
０
倍
以
上
だ
。

　
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
の
意

味
は
、
在
来
型
と
同
程
度
の

コ
ス
ト
で
大
量
に
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
生
産

技
術
は
日
進
月
歩
で
効
率
が

上
が
り
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て

い
る
。
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

が
発
表
し
た
北
米
の
長
期
的

な
天
然
ガ
ス
の
価
格
見
通
し

に
よ
る
と
、
２
０
３
５
年
ま

で
現
在
の
価
格
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
状
況
が
続
く
と

い
う
。
米
国
で
は
ガ
ス
の
値

段
が
石
油
の
５
分
の
１
。
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
で
ガ
ス
の

生
産
が
増
え
、
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
非
常
に
安
く
な

っ
て
い
る
。

　
１
カ
月
前
に
米
国
の
Ｅ
Ｉ

Ａ

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局

が
発
表
し
た
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

の
可
採
資
源
量
の
国
別
ト
ッ

プ

は
、
１
位
が
中
国
、
２

位
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
３
位

が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
次
に
米

国
、
カ
ナ
ダ
と
続
く
。
現

在
、
商
業
生
産
が
進
ん
で
い

る
の
は
北
米
だ
け
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
と
豪
州
で
も
少
量
生

産
を
始
め
た
が
、
本
格
化
す

る
に
は
ど
ち
ら
も

年
く
ら

い
は
か
か
る
と
思
う
。
中
国

の
商
業
生
産
も
こ
れ
か
ら

で
、
生
産
が
本
格
化
す
る
に

は
約

年
か
か
る
。

　
日
本
は
原
子
力
発
電
所
を

止
め
て
緊
急
避
難
的
に
世
界

中
か
ら
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ

Ｎ
Ｇ
を
か
き
集
め
た
結
果
、

高
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
買
わ
さ
れ
輸

入
価
格
が
上
が
っ
た
。

年

頃
は
ど
こ
の
国
も
そ
れ
ほ
ど

調
達
価
格
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
が
、
現
在
は
す
さ
ま
じ
い

差
が
つ
い
て
い
る
。

　
一
つ
の
有
力
な
対
策
と
し

て
、
安
い
米
国
産
の
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
が
４
割
含
ま
れ
て
い

る
天
然
ガ
ス
を
気
化
し
て
日

本
ま
で
持
っ
て
く
る
こ
と

だ
。
現
在
の
中
国
ま
た
は
欧

州
の
輸
入
価
格
と
同
程
度
の

コ
ス
ト
で
輸
入
で
き
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
原
発
を
あ
る
程

度
再
稼
働
さ
せ
る
こ
と
だ
。

緊
急
調
達
で
輸
入
し
て
い
る

ス
ポ
ッ
ト
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
か
な

り
要
ら
な
く
な
る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
４
、
５
年
後

に
欧
州
や
中
国
並
み
の
価
格

に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
一
番
重
要
な
の
は
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
ベ
ー
ス
の
米
国
産

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
だ
。
現
地
に
液
化

施
設
を
建
設
し
て
輸
入
す
る

の
に
約
４
年
か
か
る
。
そ
の

時
点
で
価
格
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
上

が
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
は

な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
日

本
が
現
在
買
っ
て
い
る
コ
ス

ト
よ
り
は
安
く
な
る
。

　
５
―

年
経
つ
と
、
中
国

で
も
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
生
産

が
進
む
だ
ろ
う
。
今
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
値
段
は
中
国
が
購
入
し

て
い
る
た
め
上
が
っ
て
い
る

要
素
も
あ
る
。
将
来
は
中
国

が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
買
わ
な
く
な

り
、
主
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
日

本
だ
け
に
な
る
可
能
性
が
高

い
。
中
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

開
発
も
日
本
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
。

「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
研
究
の
現
状
と
今
後
」
減
圧
法
の
有
効
性
を
確
認

石油天然ガス・金属鉱物資源機構理事辻　喜弘氏

世界で初めてメタンハイドレ
ートの海底からのガス産出に
成功（ＪＯＧＭＥＣ提供）

　
つ
じ
・
よ
し
ひ
ろ
　

年
金
沢
大
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
修
了
、
同
年
ダ
イ
ヤ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
入
社
。

年
石
油
公
団

現
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機

構

入
団
。

年
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
石
油
天
然
ガ
ス
開
発
Ｒ
＆

Ｄ
推
進
グ
ル
ー
プ
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、

年
技
術
調
査
部
長
、

年
探
査
部
長
、

年
理
事
。

　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

Ｍ
Ｈ

は
水
分
子
が
作
る

か
ご
の
中
に
メ
タ
ン
が
入
っ

て
い
る
構
造
だ
。
Ｍ
Ｈ
が
溶

け
る
と
約
１
６
０
―
１
７
０

倍
の
体
積
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が

出
る
。
陸
上
で
は
ロ
シ
ア
の

シ
ベ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
北
部
、

ア
ラ
ス
カ
な
ど
の
永
久
凍
土

地
帯
に
、
海
域
で
は
水
深
５

０
０

以
深
の
深
海
に
存
在

す
る
。
日
本
に
は
大
規
模
な

永
久
凍
土
層
は
な
い
の
で
周

辺
海
域
に
の
み
存
在
す
る
。

　
日
本
周
辺
海
域
に
Ｍ
Ｈ
が

相
当
量
あ
る
と
見
込
み
、
経

済
産
業
省
が
２
０
０
１
年
度

に
「
わ
が
国
に
お
け
る
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開
発
計

画
」
を
立
て
た
。
そ
の
実
施

の
た
め
「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
資
源
開
発
研
究
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム

Ｍ
Ｈ

」
が

組
織
さ
れ
た
。
石
油
天
然
ガ

ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

や
産
業

技
術
総
合
研
究
所

産
総

研

な
ど
が
参
加
し
、
経
産

省
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

年
度

か
ら

年
度
ま
で
。

年
度

ま
で
の
フ
ェ
ー
ズ
１
で
は
資

源
量
の
調
査
や
適
切
な
産
出

試
験
方
法
を
検
討
し
て
き

た
。
成
果
と
し
て
、
日
本
の

周
辺
海
域
、
特
に
南
海
ト
ラ

フ
周
辺
の
Ｍ
Ｈ
層
を
確
認
し

た
。
地
震
探
査
に
よ
る
探
査

手
法
の
確
立
や
Ｍ
Ｈ
の
原
始

資
源
量
の
計
算
、
生
産
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
の
開
発
、
生
産

手
法
と
し
て
の
減
圧
法
の
有

効
確
認
、
陸
上
産
出
試
験
の

実
証
な
ど
も
実
施
し
た
。

　
Ｍ
Ｈ
の
探
査
で
は
音
波
探

査
を
行
っ
て
い
る
。
探
査
船

に
備
え
た
装
置
で
音
波
を
発

生
さ
せ
、
そ
の
音
波
が
海
底

に
届
い
て
反
射
し
、
返
っ
て

く
る
音
波
を
探
査
船
が
え
い

航
す
る
ケ
ー
ブ
ル
で
受
信
。

そ
の
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
し
て
地
下
の
構
造

を
表
現
す
る
。
Ｍ
Ｈ
の
存
在

す
る
場
所
で
は
Ｂ
Ｓ
Ｒ

海

底
疑
似
反
射
面

と
呼
ば
れ

る
特
殊
な
反
射
記
録
が
表
れ

る
。
海
底
面
と
ほ
ぼ
平
行
の

形
で
見
え
る
反
射
面
だ
。
Ｂ

Ｓ
Ｒ
の
分
布
に
よ
り
Ｍ
Ｈ
の

存
在
域
を
推
定
し
て
い
る
。

　
日
本
周
辺
に
は
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
Ｍ
Ｈ
が
存
在
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
南
海
ト
ラ
フ
の
プ

レ
ー
ト
境
界
の
北
の
エ
リ
ア

で
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
Ｍ
Ｈ
が
濃
集
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
場
所
が
複
数

確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
Ｍ

Ｈ
に
含
ま
れ
る
と
推
定
さ
れ

る
メ
タ
ン
ガ
ス
の
量
は
１
兆

１
０
０
０
億
立
方

で
、
約

年
分
の
日
本
の
液
化
天
然

ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

輸
入
量
に

相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

　
最
初
の
産
出
試
験
は

年

に
カ
ナ
ダ
の
陸
上
で
、
Ｍ
Ｈ

か
ら
の
ガ
ス
生
産
実
験
と
し

て
世
界
で
初
め
て
行
っ
た
。

温
水
を
坑
井
内
に
循
環
さ

せ
、
温
度
を
上
げ
て
メ
タ
ン

ガ
ス
を
産
出
す
る
方
法
で
、

５
日
間
で
４
７
０
立
方

の

ガ
ス
を
産
出
し
た
。

年
に

同
地
域
で
減
圧
法
で
の
産
出

を
試
み
た
と
こ
ろ
、
約
５
・

５
日
間
で
約
１
万
３
０
０
０

立
方

の
ガ
ス
を
産
出
し
、

減
圧
法
が
有
効
と
考
え
た
。

　
現
在
は
フ
ェ
ー
ズ
２
で
、

海
洋
産
出
試
験
の
実
施
を
中

心
に
、
商
業
的
な
産
出
に
向

け
た
課
題
抽
出
や
、
環
境
影

響
の
評
価
手
法
を
確
立
し
て

い
く
。
Ｍ
Ｈ
層
の
安
全
か
つ

経
済
的
な
開
発
可
能
性
を
示

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
１
回
の
海
洋
産
出
試
験

は
経
産
省
か
ら
の
委
託
事
業

で
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
実
施
主

体
と
な
り
、
石
油
資
源
開
発

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

が
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
を
担
当
し
た
。
産
総

研
の
協
力
の
ほ
か
実
際
の
掘

削
と
ガ
ス
生
産
実
験
は
海
洋

研
究
開
発
機
構

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｃ

の
地
球
深
部
探
査

船
「
ち
き
ゅ
う
」
で
実
施
し

た
。
場
所
は
渥
美
半
島
と
志

摩
半
島
の
沖
合
だ
。

　
減
圧
法
を
用
い
た
海
域
で

世
界
初
の
Ｍ
Ｈ
か
ら
の
ガ
ス

の
生
産
実
験
で
、
そ
の
実
施

は

年
３
月
。
水
深
は
海
底

面
が
１
０
０
０

で
そ
こ
か

ら
約
３
０
０

の
深
さ
に
Ｍ

Ｈ
層
が
分
布
し
て
い
た
。

「
ち
き
ゅ
う
」
が
３
月

日

か
ら
６
日
間
、
ポ
ン
プ
で
水

を
く
み
上
げ
て
Ｍ
Ｈ
を
分
解

し
、
ガ
ス
を
産
出
し
た
。

　
フ
ェ
ー
ズ
１
の
カ
ナ
ダ
陸

上
で
実
施
し
た
産
出
試
験
と

比
べ
る
と
、
１
日
当
た
り
で

カ
ナ
ダ
の
６
日
分
の
量
を
超

え
る
２
万
立
方

、
６
日
間

で
約

万
立
方

の
産
出
を

確
認
し
た
。
現
在
、
日
々
の

生
産
量
の
変
化
な
ど
を
細
か

く
評
価
、
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
日
本
の
周
辺
海
域

で
の
Ｍ
Ｈ
の
賦
存
状
況
の
把

握
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
海
洋
産
出
試
験
の
結
果
を

評
価
す
る
。
さ
ら
に
今
後
の

商
業
的
な
産
出
に
向
け
た
技

術
課
題
の
抽
出
、
経
済
的
か

つ
効
率
的
な
採
取
法
に
つ
い

て
提
示
で
き
る
よ
う
に
技
術

開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「
世
界
の
天
然
ガ
ス
の
状
況
」
輸
入
価
格
の
低
減
策
進
め
る

経済産業省・資源エネルギー庁石油・天然ガス課長南　亮氏

　
み
な
み
・
り
ょ
う
　

年
東
大
法
卒
、
同
年
通
商

産
業
省

現
経
済
産
業
省

入
省
。

年
米
テ
キ
サ

ス
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
。

年
日
本
貿
易
保
険
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
長
、

年
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国

際
課
長
、

年
同
石
油
・
天
然
ガ
ス
課
長
。

　
天
然
ガ
ス
の
政
策
は
こ
れ

ま
で
、
資
源
の
安
定
供
給
を

目
的
と
し
て
進
め
て
き
た

が
、
こ
こ
に
き
て
安
価
な
調

達
を
加
え
て
い
る
。

　
と
い
う
の
も
、
東
日
本
大

震
災
の
発
生
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
の
事
故
で
原
発
の
稼

働
が
停
止
し
た
。
そ
の
た

め
、
火
力
発
電
で
も
特
に
液

化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

に

よ
る
稼
働
率
が
高
く
な
り
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
需
要
が
増
え
た
。

２
０
１
０
年
度
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
輸
入
量
が
７
０
０
０
万

だ
っ
た
が
、

年
度
は
８
７

０
０
万

と
約
２
割
増
加
し

て
い
る
。

　
天
然
ガ
ス
の
価
格
も
上
昇

し
た
。

年
で
は

だ
っ

た
が
、

年
に
は

に
達

し
、
直
近
で
も

・
４

と

３
年
前
に
比
べ
て

％
程
度

高
い
。
使
用
量
が
増
え
単
価

も
上
が
っ
た
の
で
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
輸
入
に
必
要
な
購
入
金
額

は
３
兆
５
０
０
０
億
円
か
ら

６
兆
２
０
０
０
億
円
に
ま
で

増
え
た
。

　
電
気
の
電
源
構
成
も
大
幅

に
変
わ
っ
た
。
震
災
前
の

年
度
に
は
、
原
発
は
日
本
全

体
の
電
気
使
用
量
の

％
を

占
め
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
に

つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が

％
、
石
炭
が

％
。
石
油
は

５
％
と
少
な
い
。

　
と
こ
ろ
が

年
３
月
に
東

日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う

原
発
事
故
の
発
生
に
よ
り
、

そ
れ
以
降
、
徐
々
に
原
発
が

停
止
し
、

年
４
月
に
は
原

発
の
割
合
は
１
％
に
ま
で
落

ち
た
。
原
発
の
減
少
分
を
Ｌ

Ｎ
Ｇ
と
石
油
が
埋
め
た
。
Ｌ

Ｎ
Ｇ
は

％
か
ら

％
に
ま

で
増
え
、
石
油
は
５
％
か
ら

％
に
上
が
っ
た
。
日
本
の

発
電
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
石
油
の
輸

入
で
ど
う
に
か
賄
っ
て
い
る

状
況
だ
。

　
日
本
全
体
と
し
て
み
る
と

燃
料
調
達
費
が
非
常
に
増
大

し
、
輸
入
が
増
え
た
。
輸
出

額
か
ら
輸
入
額
を
引
い
た
貿

易
収
支
は

年
に
、

年
ぶ

り
に
赤
字
に
転
落
し
た
。
貿

易
赤
字
は

年
度
で
８
兆
２

０
０
０
億
円
に
ま
で
増
え

た
。
日
本
は
貿
易
立
国
と
し

て
、

年
に
貿
易
収
支
は
約

兆
円
の
黒
字
だ
っ
た
が
、

悪
化
し
て
い
る
。

　
燃
料
を
安
価
に
調
達
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
天
然
ガ
ス

は
日
本
と
米
国
と
欧
州
で
違

っ
た
価
格
水
準
で
取
引
さ
れ

て
お
り
、
日
本
の
輸
入
価
格

は
非
常
に
高
い
。
現
在
、
天

然
ガ
ス
を
よ
り
低
廉
に
調
達

す
る
た
め
の
政
策
を
展
開
し

て
い
る
。

　
政
策
の
柱
は
三
つ
あ
る
。

一
つ
目
が
米
国
か
ら
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
輸
入
の
早
期
実
現
だ
。
シ

ェ
ー
ル
革
命
」
が
起
き
て
い

る
米
国
で
は
、
日
本
よ
り
か

な
り
安
い
価
格
で
ガ
ス
が
取

引
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
輸
入
価
格
は
直
近
で

・
４

だ
。
米
国
の
ガ
ス

価
格
は
約
３
・
７

超
と
４

分
の
１
以
上
の
差
が
あ
る
。

　
米
国
の
ガ
ス
価
格
は
気
体

で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
日
本

に
持
っ
て
く
る
に
は
、
ガ
ス

の
液
化
や
輸
送
に
か
か
る
コ

ス
ト
が
６
―
７

で
、
合
計

約

程
度
で
輸
入
で
き

る
。
日
本
の
電
力
会
社
、
ガ

ス
会
社
、
商
社
が
日
本
に
Ｌ

Ｎ
Ｇ
輸
入
を
実
現
す
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
　

　
二
つ
目
は
供
給
源
の
多
角

化
に
よ
る
競
争
の
促
進
だ
。

多
様
な
供
給
ル
ー
ト
の
確
保

に
よ
り
競
争
的
な
環
境
を
つ

く
り
、
価
格
引
き
下
げ
に
つ

な
げ
て
い
く
。
ロ
シ
ア
や
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
、
カ
ナ
ダ
と
い

っ
た
新
し
い
、
今
ま
で
必
ず

し
も
日
本
に
多
く
の
ガ
ス
を

輸
出
し
て
い
な
い
国
か
ら
の

輸
出
ル
ー
ト
を
確
立
し
て
い

く
。

　
三
つ
目
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
消
費
国

間
の
連
携
強
化
に
よ
る
バ
ー

ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
を
強
化

す
る
こ
と
だ
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
消

費
国
は
日
本
の
ほ
か
に
韓

国
、
中
国
、
台
湾
、
イ
ン
ド

が
あ
る
。
買
い
主
の
バ
ー
ゲ

ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
を
強
め
て

い
こ
う
と
、
日
本
を
中
心
に

消
費
国
家
の
連
携
強
化
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
の
開
発
も
長
期
的
に
み

る
と
、
新
し
い
国
内
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
国
内
資
源
の
開
発
は
非

常
に
重
要
だ
と
理
解
し
て
い

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入

価
格
の
低
減
に
資
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
強
化
し
て

い
る
。
６
月
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸

入
価
格
が
平
均
よ
り
も
相
当

程
度
安
く
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
手

厚
い
支
援
措
置
を
実
施
し
て

い
る
。

　グリーンフォーラム （日刊工業新聞社主催、茅陽一座長
地球環境産業技術研究機構理事長）は 年度の活動を開
始し、７月 日に第１回事例研究会を開いた。テーマは「シ
ェールガス革命がもたらす新たなエネルギー社会」。エネル
ギー・環境問題研究所代表の石井彰氏、石油天然ガス・金属
鉱物資源機構理事の辻喜弘氏、経済産業省・資源エネルギー
庁石油・天然ガス課長の南亮氏の３氏が講演した。シェール
ガスやメタンハイドレートといった最近注目される新しいエ
ネルギーの動向と、これらのエネルギーの開発に伴う既存エ
ネルギーへの影響などを意見交換した。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 ８月２３日 金曜日 　　


